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沖縄県企業局による嘉手納基地周辺地下水調査の結果について 

 

沖縄県企業局 

 

１．目的 

沖縄県企業局比謝川取水ポンプ場及び嘉手納井戸群において検出される PFOS 等有機

フッ素化合物（以下、PFOS 等）について、嘉手納基地周辺の地下水の現況（地下水位、流

動状況、水質）を把握し、地下水の流向及び汚染の範囲について分析・調査を行う。 

 

２．調査期間 

平成２９年１２月２１日 ～ 平成３０年 ６月２９日 （その１） 

平成３０年 ７月 ３日 ～ 平成３１年 ２月２８日 （その２） 

 

３．調査地点 

図－１のとおり 

 

４．調査結果 

表－１、２及び図－２のとおり 

 

本調査の結果は以下のとおりでした。 

○基地東南部から基地内への地下水流向と、基地内から基地北西部への地下水流向が確

認されました。 

 

○基地外の地下水上流部（東南部）に設置した観測孔において、PFOS 及び PFOA は 50ng/L

以下、基地外の地下水下流部（北西部）に設置した観測孔及び湧水においては、PFOS 及

び PFOA は 200ng/L 以上の値が検出されました。 

 

○比謝川河川において、大工廻川合流部以降で PFOS 等の上昇がみられました。 










